
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リザーブ容器（４）を有する自動車用燃料リザーバ（１）であって、前記リザーブ容器
が、頂部がリザーバ内へ通じる開口を通して開いている容積部を構成する壁を有するリザ
ーバにおいて、更に、
　燃料フィルタ（７）から られてくる燃料を供給され、前記リザーブ容器（４）の
外側の少なくとも１つの低い吸引箇所で燃料を吸い込み、該燃料を前記リザーブ容器の頂
部の開口を通して前記リザーブ容器（４）に送ることができるジェットポンプ（１９；１
９′）と、
　前記燃料フィルタ（７）から出ている２本の管を備え、
　一方の管（１０）が、エンジンに連結されるノズル（１６）に連結され、
　他方の管（１１）が、前記エンジンに引き込まれなかった過剰な燃料を、前記ジェット
ポンプに されている圧力調整器（２０）に 、
　ことを特徴とするリザーバ。
【請求項２】
　ジェットポンプ（１９；１９′）は のほぼ全高にわたって延びるほぼ
垂直な吸込みダクト（６０；１４０）を有している、
　請求項１記載のリザーバ。
【請求項３】
　吸込みダクト（６０）はその上方端部に、ノーズ（６３）を有し、前記ノーズは、ノー
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ズ内を流れる燃料が貯蔵容器（４）に流れ込むことができるよう配置された注ぎ口を形成
している、
　請求項２記載のリザーバ。
【請求項４】
　ジェットポンプ（１９；１９′）は、圧力調整器（２０）を介して供給される、
　請求項１ないし３のいずれか１項に記載のリザーバ。
【請求項５】
　吸込みダクト（６０）から出た燃料を貯蔵容器に差し向ける、そらせ板（３６）を有し
ている、
　請求項２ないし４のいずれか１項に記載のリザーバ。
【請求項６】
　貯蔵容器（４）は、リザーバの底壁（３）と一体に形成されている、
　請求項１ないし５のいずれか１項に記載のリザーバ。
【請求項７】
　２つの互いに組み立てられたシェル半部（２）を有している、
　請求項１ないし６のいずれか１項に記載のリザーバ。
【請求項８】
　貯蔵容器（４）の上方で終端した補給ノズルを有している、
　請求項１ないし７のいずれか１項に記載のリザーバ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
（技術分野）
本発明は、貯蔵容器を有する自動車用燃料リザーバに関する。
この種の貯蔵容器は、鎮静化容器又は保持容器とも呼ばれており、燃料ポンプ供給するた
めの燃料貯蔵部を形成する。
【０００２】
（背景技術）
仏国特許出願公開第２７６８６６７号明細書は、貯蔵容器を有する自動車用燃料リザーバ
を開示している。貯蔵容器には、噴出ノズルを有するジェットポンプによって燃料が供給
され、この噴出ノズルは、燃料のジェットをその壁に設けられた開口部を通して送り出す
。噴出ノズルは、ジェットポンプが稼働していないときに、容器が空にならないようにす
ることができる弁を備えている。
仏国特許出願公開第２７７８２９４８号明細書は、貯蔵容器及びこの容器の内側に設けら
れたジェットポンプを有する燃料リザーバを記載している。貯蔵容器のベースは、弁を備
えた開口部を有している。
仏国特許出願公開第２３９１９３５号明細書は、貯蔵容器内へ開口していて過剰の燃料を
再循環させる導管を備えた燃料リザーバを記載している。貯蔵容器は、コーナリングの際
に開いて燃料の追加供給を行うことができるようになった弁を備えている。
【０００３】
これら公知のリザーバでは、弁が設けられていることにより、リザーバは製造が複雑にな
り、しかも、貯蔵容器の信頼性が低くなると共に、時宜を得ないで空になるという問題が
生じる場合がある。さらに、弁は、所望の漏れ止め具合を備えていない。
このため、自動車をリザーバ内の燃料の量が僅かな状態で坂道に長期間にわたって駐車し
た後では、貯蔵容器は、弁を備えた開口部を介して空になる傾向があり、その結果、燃料
ポンプが燃料切れになる場合がある。
【０００４】
本発明は、特に、燃料リザーバの製造を簡単にすると共にこれらの信頼性を向上させるこ
とを目的としている。
【０００５】
本発明は、この目的を、自動車用燃料リザーバが、貯蔵容器に加えて、燃料フィルタから
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直接来る燃料が供給され、貯蔵容器の外部に位置する少なくとも１つの低吸込み箇所で燃
料を吸い込み、そしてこの燃料を貯蔵容器内における燃料の所望の最低レベルより上で且
つ低吸込み箇所よりも高いところに位置する少なくとも１つの高送出し箇所で貯蔵容器に
送り出すことができる吸込み装置を有しているという特徴により達成する。
本発明により、底部が漏れ止め状態の貯蔵容器の製造が可能になる。というのは、貯蔵容
器に１以上の弁を設ける必要が無いからである。
【０００６】
（発明の開示）
特定の実施形態では、貯蔵容器は、頂部が開口部を介してリザーバ内へ通じる容積部を構
成する壁を有し、吸込み装置は、燃料をこの開口部を介して貯蔵容器内へ送り込むことが
できる。
吸込み装置は有利には、ジェットポンプである。
このジェットポンプの送出し速度は、好ましくは、このジェットポンプによって送り出さ
れる燃料の量が燃料ポンプによって消費される除去量を補償し、貯蔵容器内に燃料の最少
レベルを保証して燃料ポンプが燃料切れを起こさないようにするよう選択される。
【０００７】
本発明の好ましい実施形態では、ジェットポンプは、好ましくは実質的に貯蔵容器の全高
にわたって延びる実質的に垂直の吸込みダクトを有している。
この場合、ジェットポンプは、噴出ノズルを有し、この噴出ノズルは、実質的に切頭円錐
形であるのがよく、この噴出ノズルは、燃料を吸込みダクト内へ噴出させてベンチュリ効
果により吸込みダクトのベースのところに減圧状態を生じさせ、かかる減圧状態により、
貯蔵容器の外部のリザーバ内に入っている燃料を吸い込むことができる。
【０００８】
吸込みダクトは、その下方部分に、ベースを有し、このベースは、実質的に切頭円錐形で
あるのがよく、噴出ノズルと協働して、吸い込んだ燃料を流通させることができる通路を
構成しているのが好ましい。
吸込みダクトのベースは有利には、噴出ノズルの供給導管の通過を可能にする側方開口部
を有する。
吸込みダクトは、噴出ノズルの配置後にリザーバ内に固定される付加部品の形態で製造さ
れるのが好ましい。
【０００９】
別の好ましい実施形態では、吸込みダクトは、実質的に半円筒形の側方延長部を有し、こ
の延長部は、噴出ノズルの供給導管とオーバラップする位置を占める。
この種の側方延長部により噴出ノズル上での吸込みダクトの保持及び位置決めを向上させ
ることができる。
【００１０】
特定の実施形態では、吸込みダクトはその上方端部に、ノーズを有し、前記ノーズは、ノ
ーズ内を流れる燃料が貯蔵容器に流れ込むことができるよう配置された注ぎ口を形成して
いる。
注ぎ口を形成するこの種のノーズは、ジェットポンプが燃料を低流量で送り出していると
きに特に有用である。というのは、この燃料は次にノーズに沿って流れ、貯蔵容器内へ流
れ込むことができるからである。
注ぎ口を形成するノーズは好ましくは、貯蔵容器の壁を横切る。
【００１１】
別の特定の実施形態では、吸込みダクトは、その上方部分にエルボを有している。
吸込みダクトは、例えばダクトを実質的に半分ほど上ったところに位置する絞り部を有す
るのがよい。
吸込みダクトは有利には、この絞り部の高さ位置に設けられた補剛リブを有する。
吸込みダクトはその上方端部が、吸込みダクト内を流れる燃料を貯蔵容器内へ流し込むこ
とができる管に連結されるのがよい。
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かかる管は、管から出た燃料を貯蔵容器内へ差し向けるように配置されたエルボを形成す
るのが有利である。
この管を使用すれば、例えば上述したような注ぎ口を形成するノーズを無しで済ますこと
ができる。
【００１２】
ジェットポンプは、圧力調整器を介して送油されるのが好ましい。
この圧力調整器は有利には、リザーバの底壁に固定された支持体に取り付けられる。
この支持体は、例えば、穴を備えた固定タブを有するのがよく、リザーバの底壁と一体に
作られたスタッドがこれら穴の中に据え込まれている。
噴出ノズルは、支持体と一体に作られるのが好ましい。
【００１３】
吸込みダクトの実質的に半円筒形の側方延長部は又、好ましくは、少なくとも第１の固定
部材を支持し、この第１の固定部材は、圧力調整器の支持体の一部をなす第２の固定部材
と好ましくはラッチ止めにより協働できる。
このように、吸込みダクトを圧力容器の支持体の固定後にリザーバ内の定位置に容易に配
置することができる。
これにより、リザーバの種々の要素の組み立てが、簡単になる。
【００１４】
特定の実施形態では、圧力容器の支持体は側方スロットを備えた管状本体を有し、これら
側方スロットにより、圧力調整器の支持体を保持するクリップを管状本体の軸線に対し横
断方向に係合させることができる。
特定の実施形態では、リザーバは、燃料ポンプを有し、この燃料ポンプは、燃料ポンプか
らリザーバへの振動の伝達を減衰させることができる保持部材によりリザーバ貯蔵容器内
に吊り下げ状態で保持されている。
好ましい実施形態では、この保持部材は、貯蔵容器の上方部分に載っている。
このため、保持部材を貯蔵容器上に配置することによりこれをリザーバ内の定位置に容易
に配置することができる。
【００１５】
保持部材は、
・貯蔵容器上に載る固定アームを備えた固定リングと、
・燃料ポンプを受け入れる支持スカートと、
・支持スカートを固定リングに連結する弾性変形可能な枝部と、
を有するのが好ましい。
【００１６】
保持部材は、プラスチック材料を一体成形することにより作られるのが好ましい。
固定アームは、ラッチ止めにより貯蔵容器に固定されるような形状になっているのが好ま
しい。
このため、保持部材の固定は容易である。
【００１７】
特定の実施形態では、固定アームは各々、固定リングの軸線に実質的に垂直であって、リ
ングの上方部分に連結された上方部分と、固定リングの軸線に実質的に平行であって、こ
れに連結された直立部及びこの直立部と協働して貯蔵容器の壁が嵌まるのど部を形成する
係止タブを有する下方部分とを有し、こののど部の高さは好ましくは、固定リングの高さ
に実質的に等しい。
各係止タブは、貯蔵容器の壁に設けられた凹部に嵌まってラッチ止め可能な歯を有してい
るであるのが有利である。
【００１８】
少なくとも１つの固定アームの直立部は好ましくは、貯蔵容器内で貯蔵容器の壁に形成さ
れたのど部と嵌合でき、それにより、貯蔵容器上での固定リングの保持具合が向上する。
支持スカートは、複数の、好ましくは３つの内方に突出した長手方向リブを有するのが好
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ましい。
このようなリブにより、燃料ポンプと支持スカートの接触面積を制限することができ、こ
のため、燃料ポンプからリザーバへの振動の伝達を一段と減少させることができる。
【００１９】
支持スカートは、支持脚部によって下方に延長され、この支持脚部は、燃料ポンプの底部
ストップとして役立つのが好ましい。
少なくとも１つ、好ましくは複数の弾性変形可能な枝部が各々、実質的に保持部材の軸線
を含む平面内に延びるのが好ましい。
少なくとも１つ、好ましくは複数の弾性変形可能な枝部は各々、同様に好ましくは、少な
くとも１つ、好ましくは２つの屈曲点を有する。
少なくとも１つの屈曲点、好ましくは２つの屈曲点が設けられていることにより保持部材
は、振動減衰性能を発揮し、この振動減衰性能は、屈曲点を備えていない枝部によって得
られる振動減衰性能よりも優れていることが判明している。
【００２０】
特定の実施形態では、少なくとも１つ、好ましくは複数の枝部は各々、２つの実質的に直
線状の部分を有し、これら直線状部分のうち一方は、他方よりも長く、例えば、その長さ
は他方の長さの実質的に２倍である。
好ましい実施形態では、枝部は変形例として、支持スカート及び固定リングの上方軸方向
端部及び下方軸方向端部に連結される。
かかる変形構成例は、軸方向と横断方向の両方向における燃料ポンプの振動を効果的に減
衰しながら支持スカートの良好な保持を行うのに有利であることが判明している。
【００２１】
好ましい実施形態では、枝部は、支持スカート及び固定リングに、これら要素の軸線に実
質的に垂直に連結される。
保持部材を横から見ると、即ち、支持スカート及び固定リングの軸線に垂直な方向に見る
と、固定リングの軸方向端部は好ましくは、支持スカートの軸方向端部相互間に位置して
いる。
【００２２】
特定の実施形態では、リザーバは、吸込みダクトから出た燃料を貯蔵容器内へ差し向ける
ことを目的とするそらせ板を有する。
この種のそらせ板は、ジェットポンプが燃料を高流量で送り出し、燃料を吸込みダクトか
ら垂直に噴出させようとする場合に特に有用である。
この場合、そらせ板は、この燃料の流れを燃料が貯蔵容器内へ戻って落下するように選択
された方向にそらすことができる。
そらせ板は好ましくは、保持部材と一体に作られる。
特に、そらせ板を固定リングで支持するのがよい。
そらせ板は好ましくは、注ぎ口を形成するノーズの上方に延びている。
【００２３】
特定の実施形態では、そらせ板は、貯蔵容器の内部に向かって開口し、２つの実質的に平
行な壁によって固定リングに固定された内方に湾曲した部分を有するのがよい。
吸込みダクトの上方端部のところにエルボ即ち管が設けられている場合、上述のそらせ板
はもはや不要である。
貯蔵容器は、リザーバの底壁と一体に形成されるのが好ましい。
このため、向上した漏れ止め具合を得ることができると共にリザーバに対する貯蔵容器の
固定、又は、保持に関する問題を解決できる。
換言すると、リザーバに対する貯蔵容器の固定は、貯蔵容器がリザーバの底壁と同一材料
から成形されることによりこの底壁に固定される場合、特に信頼性が高く且つ簡単である
。
【００２４】
貯蔵容器の壁を、貯蔵容器の外部に延び、リザーバの底壁に連結された仕切りと一体に作
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るのがよい。
かかる仕切りは、リザーバ内における燃料の波動に対して障害物となり、その機械的挙動
の向上の一因となりうる。
リザーバは、貯蔵容器の外部に設けられた燃料フィルタのハウジングを有し、このハウジ
ングは好ましくは、成形法によりリザーバの底壁と一体に形成されるのが有利である。
貯蔵容器は、吸込みダクトを少なくとも部分的に収容する空間を構成する凹角部を有して
いるのが好ましい。
この場合、吸込みダクトをリザーバの内部で貯蔵容器に近接して位置決めするのがよく、
それにより、貯蔵容器への吸込みダクトからの燃料の供給が容易になる。
【００２５】
リザーバは好ましくは、２つの互いに組み立てられたシェル半部を有する。
この場合、リザーバ内に配置するのが必要な要素を、２つのシェル半部を組み立てる前に
定位置に配置できるので、リザーバをその壁に大きな寸法の開口部を設けることなく構成
できる。もしそうでなければ、かかる大きな寸法の開口部の形成により、炭化水素排出ガ
ス成分に関する基準にリザーバを合致させることが困難になりがちである。
【００２６】
リザーバは、貯蔵容器の上方で終端する補給ノズルを有し、この補給ノズルは、貯蔵容器
に少量の燃料を注ぐことができるのが好ましい。これは、補給ノズル内へ導入される燃料
は全て、リザーバの残部を充填する前に貯蔵容器を充填し始めるからである。
本発明は又、個別的に上述のリザーバの構成要素のうち任意の１つに関する。
かくして、特に、本発明は、リザーバの底壁と一体に作られた貯蔵容器に関する。
【００２７】
本発明は又、上述したような燃料ポンプを保持する部材に関する。
本発明は又、リザーバの底壁と一体に作られた燃料フィルタのハウジングに関する。
本発明は又、上述したようなジェットポンプ及び上述したような圧力調整器の支持体に関
する。
本発明の内容は、添付の図面を参照して例示の実施形態の以下の詳細な説明を読むと一層
よく理解されよう。なお、これら例示の実施形態は、本発明を限定するものではない。
【００２８】
（発明を実施するための最良の形態）
図１は、下方シェル半部２及び上方シェル半部（図示せず）から成る燃料リザーバ１を示
しており、これらシェル半部は一方が他方に周囲のところで当接した状態で組み立てられ
る。
【００２９】
シェル半部２は、リザーバの底壁３を構成し、自動車の燃料供給系統の種々の要素を支持
している。
特に、図２で一層明確に理解できるように、底壁３は、貯蔵容器４及びリザーバ内におけ
る燃料の波動の大きさを制限すると共にリザーバを補剛するようになった１組のリブ５を
支持している。
【００３０】
底壁３は同様に、燃料フィルタを受け入れるハウジングを構成する回転筒体である壁７を
支持している。
このハウジングは、頂部がノズルを備えたカバー８で閉鎖され、これらノズルには、管９
，１０，１１が対応関係をなして連結されている。
管９は、燃料フィルタを貯蔵容器４の底部から燃料を吸い込むようになった燃料ポンプ１
５に連結している。
管１０は、ノズル１６に連結され、このノズル１６により、自動車のエンジンに連結され
た外部管をリザーバに連結できる。
自動車のエンジンによって吸い込まれなかった過剰の燃料は、管１１及び圧力調整器２０
を経てジェットポンプ１９に差し向けられる。

10

20

30

40

50

(6) JP 3983169 B2 2007.9.26



【００３１】
燃料計２１が、シェル半部２に固定されている。
燃料ポンプ１５は、保持部材３０によって貯蔵容器４内に保持されており、かかる保持部
材は、図３Ａ及び図３Ｂに別々に示されている。
この保持部材３０は、支持スカート３１を有し、この支持スカート内には、燃料ポンプ１
５及び図示の例では貯蔵容器４への固定に用いられる４本のアーム３３を備えた固定リン
グ３２が固定されている。
支持スカート３１は、枝部３４，３５によって固定リング３２に連結されており、支持ス
カートの形状は、燃料ポンプからリザーバへの振動の伝達を減少させるよう選択されてい
る。
【００３２】
この例示の実施形態では、支持スカート３１は、その全高にわたって延びていて、その軸
線Ｘの周りに一定の角度間隔で分布して設けられた３つの内部リブ３９を有している。
これらリブ３９は、燃料ポンプ１５と支持スカート３１の接触面積を減少させることがで
き、これは、燃料ポンプからリザーバへの振動の伝達を制限することに役立つ。
【００３３】
各枝部３４，３５は、２つの実質的に直線状の部分３７，３８を有し、これら直線状部分
のうちの一方の長さは、他方の長さの実質的に２倍であり、これら実質的に直線状部分３
７，３８は各々、１つの屈曲点を有している。
特に図３Ｂで理解できるように、実質的に直線状の部分３７は、エルボにより支持スカー
ト３１に垂直に連結され、実質的に直線状の部分３８はエルボにより固定リング３２に垂
直に連結されている。
【００３４】
実質的に直線状の部分３７，３８は、実質的にＵ字形の部分によって互いに連結され、こ
の実質的にＵ字形の部分は、枝部３５については上に凹であり、枝部３４については下に
凹である。
さらに、枝部３４，３５の実質的に直線状の部分３７は、支持スカート３１の上方端部と
下方端部に交互に連結され、枝部３４，３５の実質的に直線状の部分３８は、固定リング
３２の上方端部と下方端部に交互に連結されている。
【００３５】
図３Ａ及び図３Ｂで理解できるように、各固定アーム３３は、実質的に垂直の直立部４１
を有し、この直立部は、軸線Ｘを含む平面内で延びていて、一方の側部が固定リング３２
の実質的に全高にわたって連結されている。
各固定アーム３３は、実質的に水平な支持壁４２を頂部に有し、この支持壁の下面には上
述の直立部４１及び係止タブ４３が連結されており、係止タブは、歯４４を備えている。
【００３６】
図３Ｂで理解できるように、係止タブ４３と直立部４１はこれらの間に、貯蔵容器４の壁
を貫入させることができるのど部４５を形成している。
この場合、歯４４は、貯蔵容器４の壁に設けられた凹部（図２では見えない）と嵌合する
。
保持部材３０が定位置にあるとき、貯蔵容器４の上方端部４９は、支持壁４２の下面に当
接する。
【００３７】
図２で理解できるように、貯蔵容器４は、互いに平行なリブ５１，５２の内面相互間に形
成された溝５０を有している。
これらリブ５１，５２は、固定アーム３３の各直立部４１がこれと対応関係をなす溝５０
と嵌合するように配置されている。
支持壁４２は更に、のど部４５に隣接した直立部４１のコーナ部のところで下面に横方向
リブ５４を有している。
このリブ５４は、保持部材３０が貯蔵容器４上の定位置にあるとき、リブ５１，５２上に
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載るようになっている。
【００３８】
保持部材３０は、燃料ポンプ１５を支持する脚部５６を更に有し、この支持脚部５６は、
その下方端部に、内向きのエルボ５７を有し、燃料ポンプ１５がこのエルボ５７に軸方向
に当たるようになっている。
【００３９】
最後に保持部材３０は、そらせ板すなわちデフレクタ３６を有し、その機能については以
下に詳細に説明する。
このそらせ板３６は、２つの互いに平行な枝部５９によって固定リング３２に連結された
内方湾曲部分５８を有している。
【００４０】
ジェットポンプ１９は、図４～図７に示されている。
このポンプは、実質的に垂直の導管６２によって包囲された切頭円錐形ベース６１を含む
吸込みダクト６０を有しており、この導管６２は、図示の例では端部に注ぎ口を形成する
ノーズ６３を備え、このノーズの役目については以下に詳細に説明する。
切頭円錐形ベース６１は、上方に向いた噴出オリフィス６７を備える噴出ノズル６６を受
け入れ、この噴出ノズルにより燃料を導管６２内へ比較的高速で噴出させることができる
。
【００４１】
噴出ノズル６６は、特に２つの直径方向反対側に設けられたリブにより切頭円錐形ベース
６１内に固定されており、これらリブ６８は、図６で理解できるように切頭円錐形ベース
６１内に突き出ている。
これらリブ６８は、噴出ノズル６６と切頭円錐形ベース６１との間に燃料を流すための空
間が得られるようにすることができ、この空間は、リザーバの底壁３に近接したところで
吸込みダクト６０の下方端部７１内へ通じている。
【００４２】
噴出ノズル６６は、燃料を加速するように頂部に向かって先細になった円錐形の形をして
いる。
図示の例では、噴出ノズル６６は、圧力調整器２０が収納された支持体７３と一体に作ら
れ、この圧力調整器は、図面を分かりやすくするために一部しか示されていない。
支持体７３は、管状本体７４を有し、この管状本体の上方部分は、拡大されており、この
本体７４は、圧力調整器２０を受け入れることを目的とするハウジングを構成している。
【００４３】
上方部分７５は、本体７４の下方部分と協働して肩７６を形成し、圧力調整器２０のカラ
ー７７をこの肩７６に当接して支持することができる。
上方部分７５には側方スロット７８が設けられ、これら側方スロットにより、圧力調整器
２０の保持クリップ８０を本体７４内に設けることができる。
このクリップ８０は、カラー７７の上方で圧力調整器２０に係合できる２つの枝部８１を
有している。
クリップ８０の枝部８１はこれと同様に、スロット７８相互間に延びる材料のブリッジ８
３を把持している。
【００４４】
特に図６で理解できるように、圧力調整器２０は、下に向いた出口導管８３の周りに形成
された複数の導入オリフィス８５を有している。
出口導管８８は、支持体７３の内部スカート８９内に受け入れられ、この内部スカート８
９は、本体７４と協働して環状空間９０を形成し、この環状空間９０は、管１１の連結に
用いられるノズル９１と連絡している。
導入オリフィス８５は、環状室９０内へ開口している。
Ｏリングシール９２により、圧力調整器２０を本体７４内に設けた場合の漏れ止めが保証
され、これに対し、出口導管８８ののど部９４内に収納されたＯリングシール９３により
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、出口導管を内部スカート８９内に設けた場合の漏れ止めが保証される。
【００４５】
内部スカート８９は下方端部が、噴出ノズル６６と連通した導管９６内へ開口している。
支持体７３の成形を容易にするため、導管９６は、噴出ノズル６６から見て反対側の側部
でオリフィス９７を介して外部に開口しており、このオリフィス９７は、支持体７３の製
造後はボール９８によって施栓される。
【００４６】
また、成形を容易にする理由で、噴出ノズル６６は、オリフィス６７から見て反対側の側
部でオリフィス９９によって外部に開口しており、このオリフィス９９は、噴出ノズル６
６の製造後、付加要素１００によって施栓される。
支持体７３は、各々がオリフィス１０２を備えた固定タブ１０１を有し、かかるオリフィ
ス１０２により、固定タブは、リザーバの底壁３と一体に形成されたスタッド１０３を受
け入れることができる。
【００４７】
各スタッド１０３は、穴１０２内への挿入後、図２で理解できるように支持体７３が下方
シェル半部２に取り付けられたままになるよう据え込まれる。
支持体７３は、噴出ノズル６６に連結された導管９６の端部の高さ位置に、吸い込み導管
６０を固定するようになった２つのタブ１１０を有している。
これら２つのタブ１１０は、実質的に垂直且つ互いに平行であり、これら上方端部の付近
に各々凹部１１１を有している。
吸込みダクト６０は、実質的に半円筒形の側方延長部１２０を有し、この側方延長部は、
図７で理解できるように下方に開放していて、導管９６とオーバラップするよう設計され
ている。
【００４８】
側方延長部１２０は、２つの実質的に互いに平行で垂直な係止タブ１２１を支持し、これ
ら係止タブ１２１は、外部に、タブ１１０の凹部１１１内へ嵌まってラッチ止めが行われ
るよう配置された歯１２２を備えている。
【００４９】
タブ１１０と導管９６の間隔は、吸込みダクト６０を少ない取付け遊びで支持体７３に固
定できるように側方延長部１２０の直立部の厚さに実質的に一致していることが図７を参
照するとわかる。
【００５０】
貯蔵容器４は、凹角部１３０を有し、この凹角部１３０は、図２で理解できるように吸込
みダクト６０を少なくとも部分的に収納できる空間を形成する。
このように、そらせ板３６は、注ぎ口６３を形成するノーズの上方の位置を占めることが
できる。
ノーズは、その自由端部１３１のところに、導管６２を経て流れ出た燃料が低流量の場合
には貯蔵容器４内へ落下することができるようにする凹部を有している。
燃料ポンプの作動中、自動車のエンジンによって使われなかった燃料は、圧力調整器２０
及びジェットポンプ１９を通った後、貯蔵容器４に戻される。
【００５１】
噴出ノズル６６は、管１１からの燃料を、比較的高速で導管６２内を上方に噴出させ、そ
れにより、ベンチュリ効果により貯蔵容器４の外部の燃料が吸込みダクト６０内へ吸い込
まれるように切頭円錐形ベース６１の下方端部７１のところに減圧状態を生じさせる。
導管６２を通って流れる燃料の流量が多い場合、そらせ板３６は、燃料の流れを、燃料が
貯蔵容器４内へ戻って落下することができるように燃料ポンプ１５の方向にそらす。
【００５２】
導管１０２内の燃料の流量が少ない場合、そらせ板３６は、作用せず、又は、それほど作
用、燃料が貯蔵容器４内へ落下することができるようにするのは本質的にノーズ６３であ
る。
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貯蔵容器４は好ましくは、リザーバの補給ノズル（図示せず）が貯蔵容器内へ開口する端
部と直列状態にあり、それにより、貯蔵容器４がまず最初に充填される。
上述した燃料リザーバの種々の構成要素をリザーバ内の燃料と適合性があれば任意の材料
で作ることができる。
【００５３】
保持部材３０を作るため、ポリアセタール、ポリアミド、又は、高密度ポリエチレンを用
いることができるが、これらには限定されない。
枝部３４，３５の数並びにこれらの幅及び形状は、燃料ポンプ１５の振動数の関数として
選択される。
燃料リザーバのシェル半部を、任意の材料の付形法、特に、射出成形法、回転成形法、又
は、吹き込み成形法により作ることができる。
燃料リザーバの２つのシェル半部を例えば高密度ポリエチレンで作るのがよい。
【００５４】
当然のことながら、本発明は、今説明した例示の実施形態には限定されない。
特に、ジェットポンプの配置の仕方、又は燃料ポンプを貯蔵容器内の定位置に保持する仕
方を変更することができる。
第１の変形例（図示せず）では、注ぎ口を形成するノーズ及びそらせ板に代えて、吸込み
ダクトの上方部分にエルボを用い、このエルボは貯蔵容器の上方で開口する。
【００５５】
図８は、本発明の変形実施形態としてのジェットポンプ１９′を示している。
ジェットポンプ１９′は、吸込みダクト１４０を有し、この吸込みダクト１４０をほぼ半
分ほど上がったところに絞り部１４１が設けられている。
図８を参照すると、絞り部１４１の下のダクト部分１４０ａの横断面は、絞り部１４１の
上方のダクト部分１４０ｂの横断面よりも大きいことが注目されよう。
ダクト１４０は、絞り部１４１の高さ位置に配置された４つの外部保護リブ１４２を有し
ている。
ダクト１４０は、その上方端部が、管部分１４５から出た燃料が直接貯蔵容器４内へ落下
するように貯蔵容器４内の壁を横切る管１４５に連結されている。
図示の例では、燃料の出る管１３６の端部１４７は、貯蔵容器４の壁の上縁部よりも低い
位置にある。
変形例として、端部１４７を貯蔵容器４の壁の上縁部よりも高くしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の例示の一実施形態の燃料リザーバのシェル半部の概略斜視図である。
【図２】　貯蔵容器をより明確に示す図１の詳細の拡大図である。
【図３Ａ】　燃料ポンプの保持部材を単独で示す概略斜視図である。
【図３Ｂ】　保持部材の詳細図である。
【図４】　ジェットポンプ及び圧力調整器の支持体の概略斜視図である。
【図５】　図４に示すジェットポンプ及び圧力調整器の支持体の中央平面断面図である。
【図６】　図４に示すジェットポンプ及び圧力調整器の支持体の部分断面概略斜視図であ
る。
【図７】　図５のＶＩＩ－ＶＩＩ線矢視断面図である。
【図８】　本発明の変形実施形態としてのジェットポンプ及び圧力調整器の概略側面図で
ある。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ Ａ 】 【 図 ３ Ｂ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】
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